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　著書 Spontaneität und Willkür. Der Freiheitsbegriff in Kants 
Antinomienlehre und seine historischen Wurzeln （F.-Holzboog 
1996）、『現代カント研究 3　実践哲学とその射程』（共著、晃洋書
房 1992 年）、『カントと生命倫理』（共著、晃洋書房 1996 年）、『現
代カント研究 9　近代からの問いかけ』（共編著、晃洋書房 2004 年）、
Facetten der Kantforschung （共著、F.-Holzboog 2011）など。
　訳書　N. ヒンスケ『批判哲学への途上で』（共訳、晃洋書房 1996
年）、B. イルガング『医の倫理』（共監訳、昭和堂 2003 年）、U. ベンツェ
ンヘーファー編『医療倫理の挑戦』（共訳、富士書店 2005 年）など。 
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